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を含む）のどれか 1 つの障害を持っている児童生徒の数である 102,785 人のうち、知的障




1.1  知的障害教育と学習指導要領 
特別支援教育における学習指導要領は 1963 年に文部省事務次官通達という形で初めて





























（堤 , 2015）。堤は三木を「戦後日本の知的障害教育の創成期（1940 年代後半～1960 年代前
半）におけるオピニオンリーダー」（堤 , 2015, p.29）と述べている。また、岩崎・米田（2017）、
小川（2007）はそれぞれ「戦前から戦後にかけて精神薄弱教育の基礎を構築した特殊教育
専門家の一人」（岩﨑・米田 , 2017, p.135）、「戦前から戦後にかけて知的障害児に対して行



















害幼児の置かれている社会状況、中でも生活をつぶさにみようとした点」（小川 , 2007, p.5）
「障害それぞれの程度に応じた指導の場を設定する必要性を主張していた点である。」（小
川 , 2007, p.6）などを挙げている。岩崎・米田（2017）は、「精神薄弱教育の場の整備が進
められた時期」「精神薄弱教育の方法に関する議論が展開された時期」の 2 つの時期におい
て、法制度の変遷と三木の言説の分析を行い、三木が精神薄弱教育の方法として場の分離























れる。そこで、本稿では、三木の思想を解き明かすための 3 つの課題を設定する。  
課題 1「学校生活だけではなく、他の生活を意識した指導を大切にしていたのではないか」  
課題 2「領域教科を合わせた指導において、大切にしていたものと、その理由は何か」  































表 1 三木安正の略歴（津曲, 2008 を基に作成） 
 
1936 年 東京帝国大学文学部心理学科 卒業  
 同大大学院入学  
1946 年 文部教官教育研究所所員  
 文部省教育研究所嘱託  
1947 年 文部事務官文部省視学官を兼務  
1949 年 特殊教育研究連盟を創設（1953 年に全日本特殊教育研究連盟に改組され、
理  
 事長になる。）  
1950 年 旭出学園を創立  
1951 年 東京大学教育学部助教授  
1952 年 教育課程審議委員会（文部省）以後、数期  
1954 年 東京大学教育学部教授  
1959 年 中央教育審議会専門委員（文部省）  
1960 年 学校法人旭出学園理事  
1967 年 東京大学教育学部長  
1970 年 旭出養護学校校長  
1972 年 東京大学を定年退職、名誉教授の称号の授与  
1974 年 日本精神薄弱研究協会会長  
 日本精神薄弱者福祉連盟理事長 s 
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もろもろの学習をする活動」（三木ら , 1966, p.146）と示している。その指導の例としては、
運動会や学芸会、遠足などの行事を中心としたものが多いことを述べている（三木ら , 1966）。
子どもの興味については、「重要な役割を与えられて運動会や学芸会に参加できれば、普通




















































































な能力を養うもの」（三木 , 1969, p.690）と捉えている。その上で、知的障害教育における
教材教具の役割として、「いわゆる基本的生活習慣の形成、日常生活の処理、人間関係の調
整、集団生活の充実などの動機づけに役立つもの、対人関係を発展させるための媒介の役






















                     ＜三木（1976, pp.123-124）より、筆者作成＞ 
 
学習活動において重要な 7 つのことを満たすことができれば「自分自身の行動の方向づ
けが次第に確かなものになっていく」（三木 , 1976, p.124）や「達成された目的によって、
外界の事象に対する視野や対人関係の処理に関して取るべき自分の道が開かれていくこと
であろう。」（三木 , 1976, p.124）と述べている。そして、三木は学習活動を通して目標を達
成していく経験を積むことで「自分の行動に対する自信が生まれ、意欲がたかまり、集団
生活における自分の役割の自覚ができ、責任感と努力、また自己統制力が養われていく」





うことを問題にして子供たちを指導していかなければなりません」（三木 , 1950, p.126）や
「個人的な特徴を生かして、しかも社会の中で協力できるような人間にするというのが学
校教育の特色であると考えます」（三木 , 1950, p.126）と述べている。その上で、学級とい
うのも学校の中での小さな集団であり、どのくらいの大きさの集団、どういう種類の集団、
どういう構造をもった集団を編成するかについて考えなければいけないことを指摘してい


























時の教育民主政策における障害児教育の振興を目指していた」（張・米田 , 2006, p.194）と
示されている。この全国教育研究集会の精神薄弱教育における講師として三木が関わって





















てきた。」（三重県教育委員会 , 1981, p.452）と述べており、1953 年度の教育努力目標として
特殊学級の増設を発表した（三重県教育委員会 , 1981）。津市立敬和小学校特殊学級（精神




 1957 年度の津市立敬和小学校の特殊学級（精神薄弱）には、1957 年 9 月現在において 6
年生が 4 名（男子：3 名、女子：1 名）、5 年生が 4 名（男子：2 名、女子：2 名）、4 年生が
3 名（男子：2 名、女子：1 名）、1 年生が 1 名（男子）と高学年を中心とした児童が在籍し
ており、児童の IQ は 25～85 と多くの児童が知的障害を伴っていることが分かる（伊藤 , 
1958, p.366）。  
 
4.3 教育目標 






てやることである。（伊藤 , 1958, p.347）  
 そして、主な教育内容として「手の訓練」「心構えの訓練」「健康の増進」「身体的保護訓
練」「職業的実科訓練」「性格の形成」にすべきであることが示されている。  
 これらを踏まえ、伊藤（1958）は精神薄弱児の教育目標として次の 6 つを示している。  
  a 友人をつくり社会的、市民的経験に参加し得る能力と態度。  
b 身体的健康をたもつための能力及び習慣。  
c  時間を有効につかい、余暇をうまく利用する能力。  
d  報酬を得られる最低の能力  
e お金をうまく使う能力  
f 物を大切にし、うまく使用する能力と態度  （伊藤 , 1958, p.347）  
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 その上で、当該年度の学級の努力目標として具体的に、次のことを示している。  
  イ 人にすかれる子供  
   ・友だちと仲良くする  
   ・きまりを守る  
   ・自分のことは自分でする  
   ・家の人の言われることをよくきく  
ロ 健康な子供  
   ・早寝、早起き、洗面、ハミガキ  
   ・手洗い、口すすぎ  
   ・元気で遊ぶ・道を通るときの心得  
ハ よく働く子供  
   ・責任を果たす子、・進んでお手伝いをする子、・無駄づかいをせず貯金する  
















るべきである（伊藤 , 1958, p.348）。  
 このように考えた上で、カリキュラムを次に示すような領域に分けている。  
  a 中心学習コース  
   日常生活における社会的訓練としての領域（習慣態度の育成）  
  b  基礎学習コース  
   a から上がつてきた日常生活に必要な基礎学力の領域や、国語、算数の個人別進度




  c 作業感覚学習コース  
   保健、勤労へののぞましい能力、態度を養うと共に、視覚、聴覚、触覚、色覚、運




































表 4 月計画（昭和 32 年 9 月） 
























 3.及び 4.を踏まえた上で、ここでは 3 つの課題に対応させ、三木の知的障害教育思想及
び当時の教育実践記録を踏まえて考察する。  
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Historical consideration of teaching principles and practices  
in intellectual disability education 
 
Kazuma Kasai1 




The purpose of this study is to clarify the teaching principle in intellectual disability education 
from the educational thought of Yasumasa Miki, who greatly contributed to the development of the 
early period of intellectual disability education (late 1940s to early 1960s).  As a result, Yasumasa 
Miki attaches great importance to "life education" in intellectual disability education, and there 
are three types of life, "social life," "family life," and "school life," and "area subjects." It became 
clear that "guidance combined with" is a form of instruction unique to intellectual disability 
education, and that in that instruction, it was necessary to provide instruction according to the 
interests and actual conditions of the child. In addition, it became clear that the educational goals 
and curriculum contents in the educational practice of the early days of intellectual disability 
education have much in common with Miki's educational ideas. From these facts, it can be said 
that the origin of intellectual disability education is the process of educating children by 
considering the content of education and the form of instruction according to the actual situation 
of the child. 
 
Keywords: intellectual disability education, Yasumasa Miki, life education, guidance that combines 
areas and subjects 
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